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第21同国民体育大会秋季大会バドミントン競技会

期  日  昭和41年 10月 2日 ～27日

場  所  大分県 日田市丸山町
大分県立 日田林工高等学校体育館
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第 21回国民体育大会

会 長 石 井 光 次 郎

天皇陛下・皇后陛下の行幸啓を仰ぎ、第 21回国民体育大会

秋季大会を本日から6日 間人分県下 50余会場において開||さ

まれすことは誠に慶びに堪えません。

先のオ リンピツク東京大会は、国を挙げての協力により多大の成果を収め、世界各国

から賞讃を博 しましたが、明年はユニバーシアー ド東京大会の開催、また 1972年 の

オ リンピツク冬季大会が札幌に決定 し、国民全般のスポーツに対する関心が著 しく深ま

り、若い世代の人 々の間にスポーツが一段と普及侵透 しつつあるとき本大会が開催され

ますことは極めて意義深いものがあると思います。

全国各地から参加された諸君には、この国民的スポーツ祭典である本大会においてそ

の真価を遺感な く発揮され、郷上の声援にりつばにこたえられるよう念願 してやみませ

ん。

終りに本大会を開催するため多大のご尽力とご協力を寄せられた地元大分県をはじ

め、多 くの関係者各位に心から感謝の意を表してあいさつといたします。

あ  い  さ  つ

文部大臣 有  田 喜

天皇・皇后両陛下の御臨場をいただき、ここに第 21回 国民体育大

会秋季大会を大分県においてはなばなしく開催いたしますことは、私

あ  い  さ  つ

3

鶴ぼレ
`

の深 くよろこびとするところであります。

国民体育大会は、関係者のご努力により、ますます充実発展し、いまや我が国におけ

る最高のスポーツ祭典にふさゎしい盛況を示し、健全明朗な社会と、たくましいわが国

の発展に多大の貢献をしておりますことは、国民のひとしく認めるところであります。

郷土の名誉と期待をになって全国から参加された 1万 6千有余の選手諸君、どうか公

正明朗なスポーツマン精神にのっとり、スポーツの栄光と本大会の輝かしい成功のため

に堂々と健闘されんことを希望して開会のごあいさつといたします。

|
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大分県知事 木 下   郁

天皇・ 皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、全国各地からスポーツの

精鋭一万五千有余を迎え、ここに第21同 国民体育大会秋季大会

を開催できますことは、12o万人分県民にとつてこのうえもな
い光栄であり、喜びであります。

スポーツの普及振興により、健全明朗な国民生活の確立をめざす本大会は、回を重ね

てますます充実して参つております。

大分国体は、新産業都市の建設、農林漁業の近代化など大躍進をとげつつあるゎが県

にふさわしい国体として、「剛健」「友愛」「信義」の旗じるしのもとに、「剛健国体

」即「生産国体」の実現を基調として開催するものであり、県民あげてその成功のため

に努力 して参りました。

こo二豊の地に相集われた全国の選手・ 監督のみなさん、郷土の誇りとスポーツの栄
光のため、日頃練磨された技と敢闘精神を遺憾なく発揮されて堂々の競技をくりひろげ

られることを念願するものであります。

さいごに、本大会開催のため絶大なご支援、ご協力を賜わりました役員をはじめ、関

係者各位のご労苦に対して深く感謝申し上げて、あいさつといたします。
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日本バ ドミン トン協会

会 長 本 田 弘 敏

天高く馬肥ゆる秋、こ 九ゝ州日田市において第21回国民体育

大会バ ドミントン競技大会を盛大に挙行することの出来ますこ

■■

とを心より喜びと致しております。

我が国バ ドミントン競技は協会設立以来二十年にして世界の一流に伍し、特に女子に

あつては待望の世界制覇をなしとげ、四海に君臨するに至つた訳であり、同慶に堪えな
い次第であります。どうか全国各地より馳せ参じられた選手諸君、この期にあたり、一

層の励みを以て、若人の意気高らかに、本大会をいやが上にも盛り立て郷上の名誉とア
マチュア スポーツマンの栄光を輝かされるよう努力されることを切望致します。

最後に本大会開催にあたり筆舌に尽し難い努力を重ねて準備に当られました地元協会

始め関係各位のご協力に対し心より感謝の誠をささげて会長挨拶と致します。
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歓 迎 の こ と ば

日田市長 岩 尾 精

二豊の地に天皇・皇后両陛 下のご台臨を仰いで、第21同 国民

体育大会秋季大会の各競技が大分県下各地で開催される中に、

わが日田市で夏季大会の漕艇に続いてバ ドミン トンと弓道の大

会が開催されますことは、まことに光栄かつ感激に堪えないところであります。

全国の選手役員の皆さんよくこそお出で下さいました。私ども日田市民は心から歓迎

申し上げる次第であります。

皆さんをお迎えする日田市は四囲の森林資源と、之と関連の未工業を主産業として躍

進を目指しているのでありますが、そしてまた阿蘇外輸山と九住山とを源とする筑後川

が、日田盆地を貫流 して描 く景観を誇る水郷 日田でもありますが、共に皆さんを歓迎申

し上げていることも心に留めていただきたいと思います。

今回のバ ドミン トン大会の会場たるこの日田林工高校休育館の建設地は、1日暮時代に

日田が幕府直轄の天領として、九州諸藩の監視的位置にあつた時の日田代官所の跡で、

この体育館において現代的競技のバ ドミン トン大会が開催されますことは,今昔の感更
に切なるものがあります。

郷上の栄誉と期待を担つて出場されました選手の皆さん、日頃練磨された技価を充分

に発揮されて、栄誉を目指 してのご奮闘の戦績を、この体育館に残 していただきたいと

お願い中し上げてご挨拶と致 します。

あ  い  さ  つ

大分県バ ドミントン協会

会 長 i ll 下 卓 二

第21回 国民体育大会のバ ドミントン競技を 当日田市におい
て開催されますことはまことに感激深 く慶びに堪えないところ

であります。
バ ドミントン競技が国体の競技種日として大会を開きましたのは昭和24年第 4回の国
体でありましたが、以来参加府県も年々増加 し、技術の進歩と共に大会も盛大となつてき

ました。

本県のバ ドミントン競技は商来極めて低調でありましたが、大分F体開催の決定以来
諸先輩のご指導によつて急速の進歩を遂げて参りました。この点本県における国体の開

催が契機となつたものと信 じています。

今や日本のバ ドミントン競技は世界の舞台においてめざましい活躍を続けていますが

本大会においても恐らく花々しい最高度のゲームが展開されるものと思うのであります

郷上の栄誉と期待を担つて出場されました各都道府県の選手各位は日頃練磨された技

能を充分に発揮され、栄光をめざしてご奮闘あらんことを切望するものであります。

尚この大会を開催するに当りまして、 日本バ ドミン トン協会並びに大会関係者の方々

より絶大なるご配慮と御協力を賜わりましたことを、本大会の主管協会として深 く感謝
の意を表しましてご拶挨と致 します。
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国民体育大会天il杯 。:■后杯授与規程

第 1条 天皇杯は、都道府県対抗男女総合順位 1位の都道府県、皇后杯は女子総合順位 1位の都道府県に授与する。
第2条 都道府県総合順位の決定は、冬・夏・秋季の三大会を通し都道府県対抗競技種月に下記得点を与え、その合
計点の多きものより順次とる。

1位 10点、2位 7点、3位 6点、4位 5点、5位 4点、6位 3点、7位 2点、 8位 1点

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は欠位とする。なお、 1位が共有の場合は天皇杯.皇后杯は

授与しない。

第 3条 各競技種目の順位決定は種別のあるものについては、各種別こ・とに下記得点を与え、その合計点の多きもの
より順次とる。

1位 10点、2位 7点、3位 6点、4位 5点、5位 4点、6位 3点、 7位 2点、 8位 1点

ただし、同点の場合はその順位を共有し、次の順位は欠位とする。

第4条 天候その他によリー部競技が中止になつた競技種目の成績決定は、その競技団体と国民体育大会表彰委員会
で決める。

第 5条 天皇杯、皇后杯は冬季大会の開会式に返還し、秋季大会の閉会式に授与する。
第 6条 天皇杯、皇后杯を授与された都道府県は下の各項により保管ならびにその義務を有する。

1、 天皇杯、皇后杯は信託会社または確実な金庫に保管される。

2、 破損、紛失に対してはその都道府県の責任とする。

3、 日本体育協会が優勝都道府県名を刻入したり、またはその後の必要によリー時返還を求めた場合はこれ

に応しなければならない。

付 則
本規程は、昭和41年 4月 1日 より施行する。
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「叫民体育大会会長 トロフィー授与規程

第 1条  国民体育大会会長 トロフィー (以

下「大会会長 トロフィー」という。)は

各競技種Πことに都道府県対抗男女総合

順位 1位の都道府県に授与する。

第2条 順位の決定方法は、天皇杯・皇后

杯の授与規程で定める各競技種目総合順

位決定方法に基づく。

2, 1位が 2都道府県以上にまたがる場合

はその都道府県で共有する。

第3条 大会会長 トロフィーは各競技会の

競技開始式に返還し終了式で授与する。

第4条  大会会長 トロフィーを授与された

都道府県は下の各項により保管ならびに

その義務を有する。

(1)責任をもつて保管する。

(2)破損、紛失に対しては責任を負うものとする。

(3)優勝の刻名を次回大会までに行うものとする。

ただし第 2条第 2項にかかる場合は当該都道府県で協議して決めるものと

する。

(4)財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合はこれに応じな

ければならない。

イ寸   貝U

本規程は、昭和41年4月 1日 から施行する。
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スボーツマン綱領

(昭和2&年 10月スポーツ振興会議制定)

スポーツは人間だけがもつ文化の一つである。

これをより高 く、より美 しいものにするには、スポーツを行なうものの精神とそれ

をとりまく環境の清 らかなことが必要である。美 しいスポーツマンシップは、 このよ

うな世界のなかで生れ、やがて生活を導 く基として社会のために貢献するのであろう

故にスポーツマンは、競技場にあると同じ精神と態度で生活し、立派な社会人でな

ければならない。

ここに真のスポーッがあまね くゆきわたり、すべての人のものとして発展すること

を希い、スポーツマン綱領を定めた。

1,競技するものは、スポーッを愛好し、ひいてはそれを心 と身体の糧とし、明るい

光 とすがすがしい空気のなかで、純粋にスポーツを行 うこと。

1,競技するものは、スポーッを行なうことによって、社会的な名声や物質的な利益

を得ようという考えをもたないこと。

1,競技するものは、審判の判定を重んし、その決定に満足しない場合でも感情に支

配されぬ行動をとること。

1,競技するものは、つねに明朗で、相手を尊重しつつ自分の最善をつくし、その成

果に満足すること。

1,競技を審判するものは、規則に従つて公正に判断し、競技 を明るく滑 らかに進め

ること。

1,競技を見るものは、感情にとらわれた応援をせず、美しい精神とすぐれた技をた
'.         .:

たえ、スポーツのよりよい発展を希うこと。

V

,

ヽ′

-8-

ヽ，



(順序不同、敬称略)
競 技 会 役 員

一

敏

郎

勉

介

一

雄

男

三

政

郎

夫

衛

一

忠

円

雄

薫

実

淳

三

保

郎

門

哲

美

清

郎

郎

直

一

誌

達

僧

保

蔵

吉

郎

新

厚

州

　

‐

　

　

　

　

衛

　

　

　

　

　

　

　

衛

　

　

　

　

〓
一
　

　

　

‥

‐

　

　

　

太

精

弘

四

　

吾

俊

正

九

賢

光

十

正

篤

喜

　

右

辰

　

　

　

界

　

敏

右

　

治

　

史

友

　

種

博

家

敬

　

円

久

良

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

善

　

　

　

　

　

　

　

孫

　

　

　

　

‐

　

‐

‐‐

　

‥

尾

田

岡

　

野

渡

瀬

川

田

村

川

間

村

部

崎

　

野

成

木

口

藤

松

藤

　

原

野

瀬

藤

蔵

松

辺

島

山

原

木

山

山

井

田

楡

久

　

　

　

本

　

　

　

　

　

　

　

口

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

‐

岩

本

村

靭

上

石

広

荒

角

田

市

佐

中

矢

田

岡

天

俊

荒

谷

佐

石

佐

樋

梶

河

高

佐

大

石

渡

中

諌

梶

桜

森

高

石

宙

広

長

長

長

会

会

誉名

会

副 彦

勇

義木

野

栗

中

雄

勇

文田

尾

山

松

寿

二

正

卓

下

下

松

山

敏

郎一

兼

，日

田

中

広

田

郎

保

登

郎

郎

夫

泰

吉

孝

一
拠

五

男

長

武

素

治

市

人

保

郎

〓
一　
　
　
　
　
　
Ｌ
＾ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，
ヘ

徳

　

広

能

三

貞

篤

与

義

俊

　

八

二

広

安

　

勲

徳

正

　

鉄

文

均

隆

春

雄

榔

彦

男

正

治

礼

子

造

弘

　

　

正

久

仁

幸

又

　

百

　

ミ

杉

葉

峨

ド

郷

関

野

田

下

藤

渡

村

河

井

丸

戸

富

井

原

内

津

上

関

谷

藤

恒

井

尾

原

森

尾

串

永

島

本

松

安

山

須

小

日

福

宮

加

石

中

市

藤

鶴

瀬

有

穴

梶

武

財

井

小

合

後

久

石

赤

千

奥

長

二

光

中

坂

間

与

顧

V

郎

三

正

郎

治

修

弥

平

二

一

蔵

市

子

光

昭

二

磨

吉

弼

順

太

膚

男

敏

寿

定

夫

彦

太

定

信

六

郎

等

雄

源

助

　

宇

喜

　

吉

藤

釘

英

又

　

庄

義

興

昭

琢

与

　

　

房

元

夏

英

　

　

邦

英

虎

　

　

範

喜

　

″■

山

井

井

崎

野

賀

田

森

藤

末

原

立

交

田

銘

川

岡

藤

谷

藪

石

田

原

山

山

川

島

藤

原

煎

口

田

田

井

ま

白

穴

石

地

浅

額

和

金

後

永

田

原

入

藤

有

平

安

後

大

木

重

新

清

高

中

中

平

後

梶

瀬

樋

池

原

石

池

参

貢

二

郎

七

衛

一

海

雄

雄

蔵

雄

郎

門

智

己

生

徹

次

信

郎

強

郎

三

誠

雄

一

明

夫

重

良

計

紋

票

喬

道

俊

俊

梅

茂

卜

左

　

克

哲

　

安

武

妖

　

歎

哲

　

澄

丸

高

利

清

紫

倉

原

鬼

畑

尾

田

　

木

内

藤

原

藤

木

上

藤

津

松

本

藤

原

原

永

山

川

角

上

山

東

小

朝

場

九

川

中

鎌

森

古

武

後

千

伊

黒

井

斉

財

石

坂

後

藤

梶

池

戸

平

六

井

森

伊
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長

長

員

員

員

委

委

副

委

吉

雄

先

記

郎

敏

二

市

雄

十

二

囁

正

夫

郎

晴

雄

志

荘

光

郎

元

義

雄

人

要

明

一

真

始

男

高

■

子

太

　

　

　

　

　

　

知

　

　

五

雄

安

　

基

健

　

修

角

一

正

益

美

　

保

小

正

忠

泰

　

　

一
　

和

高

清

　

　

健

　

次

良

一

妙

宅

藤

井

藤

藤

林

引

木

本

原

井

木

坂

田

多

脇

光

見

高

上

島

山

井

木

本

井

浜

本

野

中

田

広

子

川

三

内

今

伊

斉

小

布

橋

森

上

増

鈴

早

増

内

宮

倉

新

日

井

川

弘

芳

黒

坂

石

中

蔵

矢

田

矢

末

金

平

雄

一

一

郎

雄

夫

一

満

郎

三

幸

浩

夫

光

嗣

二

次

章

久

轍

誠

太

一

夫

一

次

夫

彦

美

勲

友

光

進

和

〓
一
　

　

　

　

三

猛

信

修

智

正

三

正

　

一壮

一

勝

　

隆

義

充

軍

彦

則

喜

　

　

福

喜

康

桂

森

功

武

勲

　

尚

敏

　

輝

元

田

嶋

山

藤

田

合

中

谷

橋

　

々木

沢

沢

田

木

岡

山

下

野

藤

藤

下

藤

津

島

津

下

下

難

木

下

金

長

秋

吹

市

穐

加

権

河

田

神

高

秦

佐

関

藤

千

榎

村

丸

山

出

佐

工

木

後

財

小

河

木

木

小

桜

丹

貞

衛

作

治

宏

一

甫

雄

夫

雄

寿

要

英

夫

雄

作

庸

司

熊

宣

正

雄

弘

隆

彦

吉

太

治

誠

光

夫

洪

豊

満

見

生

兵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

徳

吾

正

淳

清

　

幸

重

成

　

　

忠

情

忠

良

　

健

　

博

芳

善

降

啓

恒

米

恒

修

信

兼

通

　

　

　

正

智

友

藤

倉

宮

場

川

山

橋

辺

田

脇

方

木

木

田

手

竹

崎

田

田

波

恒

宮

藤

野

瀬

関

木

山

根

院

島

日

井

木

客

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｔ

　

　

側

森

佐

高

小

相

塩

村

高

渡

和

西

二

松

鈴

大

玉

大

宮

植

福

高

久

二

後

中

高

新

桜

諌

曽

安

中

異

石

桜

信

郎

志

市

一

袴

彦

充

正

三

清

昇

栄

寿

邦

弘

嚢

沢

利

端

飼

島

木

本

木

田

田

垣

林

　

井

原

田

村

原

方

山

部

井

野

沢

木

田

川

田

田

宮

藤

五

伊

毛

川

小

中

山

松

並

平

内

板

中

関

岩

石

稲

仲

川

絲

梅

安

六

日

三

日

増

小

池

其
二

後

）ヽ
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（）

螂

都

博

房

一
厳

治

雄

勝

市

男

典

榔

男

喜

龍

澄

生

肺

平

螂

見

子

彦

リ

ヨ
κ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ブ

　

　

　

　

　

　

　

　

廟

　

　

′

万

登

正

隆

昭

　

由

幸

　

寛

一
清

剛

一

玉

飛

慧

長

今

院

五

五

恭

俊

繁

人

男

彦

誓

美

勢

二

伊

正

純

津

本

内

原

取

興

坂

武

幡

高

,
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F

競   技   役   員

一
郎

治

郎

倍

正

衛

典

雄

勲

先

一
貢

生

紀

人

男

明

敏

人

志

子

み

子

子

子

代

子

展

正

治

一
光

美

人

決

孝

彦

男

吉

次

男

郎

信

健

正

万‐

敬

　

徳

清

安

　

　

修

　

卓

英

博

五

宏

　

和

弘

京

い

芳

由

栄

加

陽

幸

徳

保

幸

隆

裁

隼

容

宗

恒

文

良

英

信

弘

政  ,i己

元

藤

倉

木

原

野

友

方

藤

甲

井

田

口

田

上

戸

瀬

尻

川

藤

　

倉

木

本

原

場

井

杉

田

藤

井

田

田

　

藤

山

藤

藤

原

津

倉

津

藤

島

秋

斉

高

並

梶

角

森

緒

内

佐

今

吹

福

山

洲

城

高

池

平

衛

堀

高

梅

宮

藤

高

石

上

岡

佐

石

石

江

森

伊

森

斉

後

川

財

高

河

加

平

競 技 委 員 長

競技 副委 員長

総 務 委 員 長

総務 副委員 長

総 務 委 員

総合成績計算委員長

総合成績計算委員

審  半1  長
副 審 半」 長
審  半1 員

線  審  員

シヤ トル主任

シ ヤ ト ル 係

掲 示 主 任

三 宅 雄 吉

梅 111 月1太郎

美代子

佐代子

きり江

新

作

満

五
ロ

田

藤

田義

宮

佐

異

丸 林 直 治

宏

朗

雄

男

男

博

敏

薫

美

隆

淳

明

末

泰

一

文

正

賀

義

啓

宮

入

野

藤

部

苫

水

上

国

宮ノ

小

家

高

後

安

三

清

井

浜

二

雄

一

見

郎

太

明

二

士

明

次

次

幸

協

勝

勝

福

種

慎

札

元

公

山

森

林

田

藤

原

村

尾

立

関

村

大

森

増

佐

野

大

横

足

小

記

市

郎

男

吾

文

人

則

哲

之

寿

基

昇

三

勝

邦

雅

勝

和

正

一

昭

藤

端

沢

田

原

野

木

林

東

津

伊

川

伊

松

三

勝

高

小

再

財

橘

子

子

二

夫

徳

明

マ

京

ス

純

延

久

茂

ヽ_/

子

美由

孝

真

成

一

早部

納

岐

加

島

岡

蔵

幡

生

藤

島

原

林

沓

森

中

長

大

矢

麻

伊

田

梶

小

御

高

堀

子

子

子

子

子

子

子

男

雄

生

一

夫

ヤ

　

一美

順

妙

洋

ツ

幸

恵

幸

文

芳

安

健

秀

吉

野

尾

田

藤

倉

尾

吉

水

田

好

野

日

小

松

吉

佐

高

赤

秋

白

江

秋

高

子

子

美

子

子

子

子

工

洋

二

明

司

ろ

　

　

美

津

　

　

　

二

秀

ひ

初

邦

喜

恵

秀

利

　

昭

豊

祥

部

河

垣

能

原

中

尾

原

山

里

藤

宮

谷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

長

木

相

甲

千

田

赤

梶

諌

岩

伊

一

ヽ.′

喜久男

矢 野 友 キ

―
||―

葉 野   ケ|― 野 上 昭 紀

任

係

主

何́

行進

進

任

係

主

ま

録

３

記

記 昇

嘉徳

瀬

次

高

末

十
　
一

●
¨
日

甚

藪

村

木

野



梶 原 辰 生人

子

征

信

吉

木

秋

山

治

二

雄

健

半

朝

藤

藤

山

江

佐

小

人

治

郎

茂

郎

介

也

俊

弘

登

義

郎

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

成

賢

一
　

喜

昭

宣

　

邦

　

忠

敬

本

　

島

原

田

山

崎

脚

月

川

倉

津

橋

樽

川

上

浜

諌

官

月

水

北

高

財

係

係

任

係

任

係

任

主
　
　
主
　
　
主

示

示
　
　
信
　
　
道

信
　
　
道
　
　
場

掲

点

送

送

報

報

会

会

練

t

,

中 畑 正 光   萩 原 繁 人Il 良 一 成

次

郎

恒

五

松

宮

用

二

鈴 木 利 貞

長 沢 義二郎
場  係
習 会 場 係

清 水 弘 恵

任

係
　
員

主

送
　
助

送放

放
　
補

V

総 務 補 助 員

進 行 補 助 員

点示係補助員

会場 係 ||1111し 11

林 li高生男子 5名

林]:高生男子 2名

林 li高生  29名
昭和女子校生 2名

林工高生  10名

_ヽ′
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式   次   第

開 始 式 (lo脚 )

……大会委員長 森友徳兵衛
「君が代」斉唱

「若い力」斉唱

会長挨拶 …日本パ ドミントン協会長 本田弘敏
歓迎 の ことば……日田市長 岩尾精一
歓迎 の ことば ¨大分県パ ドミントン協会長

山下卓二

fr to\zT a)

会長挨拶…… 日本パ ドミントン協会長 本田弘敏
歓送の ことば……日田市長 岩尾精一
歓送の ことば……大分県パ ドミントン協会長

会 宣 言 ……大会委員長
手 退 場

山下卓二

森友徳兵衛

了

告

表

彰

通

発

終
　
式

績

開

成

表

式 通 ギi彰

場

合

退

通

手

式

表

選

閉

告

場

言

通

入

宜

式

手

会

開

選

開

1

2

5

4

5

6

閉

選

聞

V

9.

10.

11.

バドミントン競技諸会議会場日程表

場 所

V

第 1日 目  (10月 24日 )

競  技  日  程

8.30

10.00～17.30

9.00～ 15.00

13.30

開 始 式
一般男子 `～2回戦

一般女子、高校男女、教員男子 1回戦

一般男子 2～ 3回戦

一般女子、高校男女、教員男子 準々決勝
一般男子 準々決勝
全種別 準決勝
全種別、3位決定戦及び決務戦

終 了 式

'J2日
目  (10月 25日 )   9.00～ 18.00

第 3日 日  (10月 26日 ) 9.00～ 15.00

―13-

18～19～ 21 10.23

10～ 11 18ヽ10.22 用 具 委 員 会 10.24

11^‐ 15 指 導 委 員 会 10.25 18～

48ヽ

市
男」

会  議  名  1月  日会  議  名 り」 日 時 間時 間 場 所

理   事   会 10.24

監 督 会 議

臨 時 総 会

年
'4 
日 11  (10月 2ア ||)



バ ド ミ ン ト ン の 手 引

其の昔、インド・ボンベイ州のプーナに発生した此

のグームは、其の発生地の名を取り「プーナ」と称さ

れた。「プーナ」は今を去る百余年前の1斜4年に英国

lこ紹介され、漸次英国内に拡がり、1″3年、最初のプ

ーナ・ クラプが飢立されて間もなく、ピユフオー ド領

主下、グロセスターンャィアー県のパドミントン村で

村人達が盛んに、このグームを行う様になって以来、

「パドミントン」と呼ぶ様になった。

当時の規則は幼稚なものであったが.以後度々改正

が加えられ、今日では国際パドミントン連盟の規則に

従って世界各国のパドミントン・プレーヤーがダーム

をしている。現在英本国は勿論、北欧諸国、カナダ、

北米、南米、印度、マライ、タイ、及南洋諸国に於て

行われている。

我国に於ては、人正43・ 4年、 頃Y卜
'CAに
紹介さ

れていたが余り関心はなく、横浜YMCAが 昭和10年
正式にこの競技を取り入れて以来.研究普及が行なわ

れて来た。然し戦後其の発達普及の度は急速を極み、

昭和21年、日本バドミントン協会が結成され、23年に

日本体育協会に加盟27年にIBF(国際パドミントン

連盟)の一員となり、今日に至り、その支部が出来る

迄に発展したのである、 また、一昨
"年
5月 東京にて

第6回世界男子選手権 (ト マス杯)大会が開催され、

インタープーン戦では、日本 (ア メリカ・ゾーン勝者

)タ イ (ア ジヤ・プーン勝者)デ ンマーク (ヨ ーロツ

パ・ ゾーン勝者)マ ラヤ (濠亜ノーン勝者)の4ケ国

中、デンマークがインタープーン勝者となり、選手権

国インドネンャとチヤレンン・ラウンドの結果、 3度

インドネンヤは選手国となった。

因みに現在のパドミントン人口は推定1∞万、 その

内日本パ ドミントン協会に選手登録がしてある者は約

1万名である。

競技の見方 我が国に於て江戸時代の青から行なわ

れている古い民族遊技として追羽根つきの様に一見や

さしい競技の様|こ思われるパドミントンは、テニスの

変化に富んでダイナミックな立体戦の特色と卓球のス

ピーデイなグームはこびを兼ねそなえた近代的なスポ

ーツである。そして又細かい技術を基礎にしたスマー

トなプレーと同時に強力な体力を要求するグームであ

る。

繊細な技術と果敢な決断力を以って、あの早いンヤ

トル・コツクの打合のうちに、如何にして相手の急所

を攻めるか、更に如何にして相手の体力を消耗させる

かが図られている。

中央において1.524":に 張られたネっ卜を境として

上から叩くι.撃手段としてのスマ ツンユ、高く送り返

すハイ・クリヤ、 ドリプンクリヤー特有のネツト・プ

レー、急に落下するドロツプ、シ ヨツト、スピーデイ

に烈しく打合うドラィブ、又は相手に自分のモーンヨ

ンを穏すフエイントモーシヨン等独特の面白さがある

パ ドミントンは繊細な技術を必要とするこの競技の

性質上、選手はコートのコンデインヨンについても、

とても細かい心づかいをする。コート内の風や周囲の

動きや、雑音など極度にいやがるので観客は、例えば

試合中の競技場くの出入りやコー の周囲を動き廻ぅ

たり、たとえ短かい言葉でも声援しない様出来るだけ

静かに観戦してもらいたい。そのかわり見事なフアイ

ン・プレーに対しては、相手味方を問わず万雷の拍手

を以って応える様にしたい。

競技規則 (抜率) グームはダブルスとンングソレス

の二種類があり、男、女、によつて種別が異るが、共

に,試合3グーム、1グームは15点、 (女子シングルスの

み11点)であり、 15点先取した方がグームに勝とな

り、 2グーム先に取った方がその試合の勝者となる。

得点は,―プした方が勝った場合のみ得点となり、ン

ンープした方が勝っても得点とならずサープする権利

を得るのみである。

ンングルスでは交互に勝っていればお互に得点とな

らずサープを交互に行うことが長く続く場合もあるわ

けである。しかしダブルスでは1組2人が夫々ナープす

ることが出きるので二人のサープに勝たなければサー

プは片方に移らない。尚得点に於て16ォール、14ォ ー

V

ゝ
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ルになった時は先に13点、14点取っていた方が夫々 5

点 3点のグームとするかを決定することが出来る。こ

れをセツテイングと云って、要求しないで15点までそ

のまま進めてもよい。女子のンングルメは11点ダーム

なので 9点オール、10点オールになった場合同様に夫

3々点、2点の長延グームをすることが出来る。

次に如何なる場合がフオルト (反則)lこなるかと云

うと、

1 ナープ又はンンープの時ラインを踏んだりまた

いだ時。

2 ナープの時ンヤトルがナーバーの腰骨より高い

所で打たれた場合。又ラケツトの先が手よりも

上に出た場合。

3 ナービスが相手のサービスコートに入らなかぅ

た場合。

4 サープの時又はレンープの時、かまえた足が床

面から動いたり浮き上った場合 (かかとの上る

のはかまわない)
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5 ンヤトルが相手コートに入らなかった場合、但

し、相手が打てば入ったものと見徹される 。

6 ラケ ツトや身体の一部が、相手コートに侵入し

たリネツトに触れた場合。

ア ンヤ トルが同一プレーヤlこよって連続 2回以上

打たれたり、 1人のプ′―ヤとのパートナーに

よつて続けて打たれた時。

8 ンヤトルがプレーヤの身体に触れた場合。

9 プレーヤーが相手を妨害した場合。

結 び ノ` ドミントンは近時特にスポーツとして、

又、リクリエーン ヨンとして老若男女を問わず益々盛

んとなり、屋内の体育館だけに留まらず、ビルの屋上

ゃ公園空地などで愛好されている。しかし交通のはげ

しい道路上で行なうことだけは危険であり、交通道徳

の面からも是非禁止されねばならない。

誰にでも手軽に出来る運動であり、今後より以上の

普及発展が予想されることだろう。
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1.定刻よりおくれた場合は棄権とみなす。

2. コー トおよび時間は都合により変更することがある。
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治
夫
・

一
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一
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一
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一
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口

一
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一

″
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一

鰭
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″
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武
　
久
広
コ
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一
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え
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群    馬
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一
六
彦

正
栄
十
勝

埼   玉

千    葉
ヽ¨′

リス

神 奈 川

口I  梨
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″ 岡田敬二郎
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部
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一督
手

′
′

一監
選
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′

え
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和
子
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藤
崎
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一宮
後
石
加

一督
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ｉ
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選

ｒ
叫

■

組村ヒみ明
有木トミ子
功力■淑江
望月 光枝



名

長    野

富   |ll

一 般 男 子 |一 般 女 子

ヤ。

石    川

福    井

岐    阜

滋   賀

大    阪

奈   良
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鳥   取

島   根
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兵
Ｌ
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―
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代
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忠
三
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二
和
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正
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郎
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岡
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〓
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昭和24年 東京 YMCA(個 人戦オープン)

北海道 保

神奈川

一般男子

東

一般男子

東 京

一般女子  単
神奈川
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神奈川
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東 京

一般女子

神奈川
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第7回  昭和27年 宮崎県 東北大学体育館
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第8回  昭和28年 香川県 善通寺体育館
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第10回  昭和30年 神奈川県体育館、鶴見高女体育館
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第11回  昭和31年 兵庫県 神戸YMCA、 生田中学
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昭和32年 静岡県 富士宮体育館、富士高講堂
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第15回  昭和33年 富山県 高岡女高体育館、南星中体育館
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昭和38年 秋田県 象潟町中学校体育館
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第21日国民体育大会日田市実行委員会委員名簿
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副  部  長
(一般、団体奉送迎担当)
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第21同国民体育大会

―総務企画部 |

送 部

日田市実行委員会事務局機構

一部 長 石松 安次
 |―
総務企画係長

  尋麟
田
政翻(式典担当)

―副部長 諌山 家達 |―会 計 係 長  武内 敏幸
|―庶 務 係 長  桜木 敏光

―財 務 部 一部 長 大蔵友二郎 ―財
―副部長 坂本二美人 一用

_鮨 塾 餃 |一部 長 後藤文太郎 .―施 設 係 長″
“
 °X ・ p l一

副部長 渡辺 種一 ―土 木 係 長
武内伊勢男

精原 正彦

-fi # f1r

隼人

光男

昭秋

実男

(パ )後藤 恒彦
=会 場 係 長(弓 )高波 善雄
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(バ )宮崎 宣也

―選 手 係 長 (弓 )武内 敏幸
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柴尾 雅雄
小埜日出一

清水十四九
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―宿泊観光部 一部 長 坂本 武信
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F係 長  森山
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―装 飾 係 長  本河
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GOSENが つ くる完ベ キの製品群
ゴーセンラケット
′ヽイマックス フィアレス
フレームが変形することなく

ガットが強く張れ、一層強力

なる反揆力を発揮する

ゴーセンガット
ハイシユプ
いかなる条件にも変化がなく
強力を区揆力と変化沐の冴え

を水ヽ/ヤ トルに一段と発揮
する

0・ G・ S・

水鳥シヤトルコック

検定球・試合球・練留球
R.s.Lと 比し遅色のない
飛びに加へ耐久力|よ抜群あら

ゆる面をリードする

_“

人 阪
Zゝ
ロコ 繊 株 式 “

Aト

=
社

本 社 大 阪 市 東 区 豊 後 町 4番 地
TEL(94o5816-8・ 3416-7
東 京 都 台 東 区 浅 章 橋 8-20-6
TEL(∞ 6)-8  4  3  5

｀中′
′

V
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ヽ
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ロ

祝  第21回国民体育大会

雑誌と本 安 元 書 店

御用の際は TEL3543へ /

日田市中央通 リー丁目

祝  第21回国民体育大会

文具。事務機。学校教材

ハイセンスの文具店

マ

本 店
豆日店

V

ヤ

日冗
，
■

日田市大和町 TEL(代 )5145
日田市中城町 TEL   4“ 9

第21

国民体育大会秋季大会バ ドミントン

Y ミセキネッ ト
第1回以来検定合格 。本大会使用ネッ ト

いつも安心して使用出来るネツ トです

是非御愛用下さい

埼 玉 県 幸 手 町

ミ セ キ ネ ッ ト製 作 所
TEI.048042(幸 手)379

カタログ御申越次第御送りします

М
V

´ヽ



新しい住まいづくりに奉仕する

住 ま い の 総 合 新 建 材

新築・ 増改築無料相談センター

諌 本 新 建 材 セ ンタ

大分県日田市三本松町新大通 TEL 3372・ 4707

株式
△ ,■
7ヽ ↑」_

祝 第21回国民体育大会

社 団 法 人

大分県建設業協会日田支部

0 > バ ドミン トン

日田地区タクシー協同組合

V

二重野タ

イサゴタ

三隈 タ
観光 タ

TEL

TEL

TEL

TEL

3161

3135

5148

5353

シー

シー

シー

シー

ク

ク

ク

ク

梅 原 火 薬 店

大 分 県 日 田 市 大 部 町

電 話 日 田 3612

支部長 角     勝

日 田 市 田 島 町 TEL 4325



お 買 物 は

日田の代表おみやげに

銘 菓

杉 丸 太

みんなで育てた羽ばたくスーバー

日田市三本松町 TEL5174

そ ば 饉 頭

薔響舟‐

V

ヽ_′

ヽ
ヽ

第 21回
国 体 記 念 品 と し て

時 計・ 貴 金 属 。宝 石

を 選 び ま し よ う

お買上げは是非
資
社
合
会 上 野 時 計 店 で

日田市庄手通り亀山町 TEL2772

油脅

大 分 県 日 田 市 本 町 二 丁 目

原 沢 合 名 ア̂ヽ

電話4145・ 4146番
社

ヽ

日田市 三 隈町一 丁 目

大 黒 屋 菓 子 舗
TEL 2363



油 絵 具 と 画 材

デ ザ イ ン 用 品

NCR電 動 加 算 機
アマノタイムレコーダー

デ ユ プ ロ 印 刷 機

ドラ フ タ ー設 計 機 械

事 務 用 機 器 具

:→ お が わ 文 具 店

日 田 市 豆 田 町 8～ 16
TEL 2 8 3 6

信 用 金 庫 豆 田 支 店 前

｀中′

f

■

有限
^,:‐
~`ヽ
↑上

48時 間 カ ラ ー 写 真 仕 上

カメラと D.P.E
(郵送確実)

日 の 出 カ メ ラ

合名会社

代表者
、日ヨ

イロ

ス

だ る

ト ア

ま や 商 店

電  話  4 1 3 1

飯   田

日 田 市 三 木 松 寿 通 (西銀前) TEL 4050番



祝 第21回国民体育大会
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音
順
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V

、
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醤 油

田 中 醸 造 場

大分県日田市三芳小淵町

電話 日田 2570番

其の他シンガー家庭用品全部

編  機  部  品  ― 切

江 藤 ミ シ ン 店

味 噌

シルバー編機

ン′、い′ミヽ一ガンンヽ

日田市本町二丁目 TEI´ 5314

福

岡

銀

行

日

田

支

店



お 買 物 は

し わ た や で

ご噌答に イ史利重宝な

岩田屋の商品券

営業時間
開店 午前9時 30分

閉店 午後6時

日田市本町二丁目 T E L5111

全国二十一都市にて共通して

ご使用になれます

昌岩田屋

美容 と健 康 に奉仕 す る

つ ち や 「

コ

月薬

日 田 市 港 町 5番 27号

T  E  L   3  0  3  0



祝 第21回国民体育大会

早く、しかも確実にとれる自動車運転免許

大分県公安委員会指定
―
、

ヽ
．′ク

認 日田自動車学校

古 い伝統 が

新 しい技術 を生 む

コ五ル

“

笏″

自 動 車

日田市桃山町

電 話 4204番

100o∝ ● 55“カ ●1時遠 130キ ロ 05人 彙

日田営業所 日田市玉川町 T E L 4191
本   社 大 分 市 大 道 町 2丁 目

量
目

´
´

・
Ю
´

Ｏ
Ｊ

ψ

大分菱和自動車株式会社
コ ル ト 1000 ・ コ ル ト 1500
デ ボ ネ ア ・ シ ー プ

シユピター・ シユピターシユニア

合格率九州一

実技試験免除==:I:

「
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祝 大 分 国 体

日田市農 業 協 同組 合

組合長 荒  り!|  九 州 男

大分県日田市田島二丁目 電 話 日田 2111番
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ト

ト

子

器

セ

漆

製

接

段

種

応

二

座

各

造品卜1

創業明治45年

伝統は物語る

それは信用です

フ フ ヨLュ

ベ

卓

ー

創 業 明 治 十 六 年

五 印 風 旗 浴 の た 和

月 半 呂 ・  れ お 手

職 纏 敷 暮 衣 ん る拭

製    造

合資会社 帆 足 染 工 本 店

ー

日田市本町一丁目 TEL 3211 ▼

本   社 大分県日国市ロノ出町lTEL日 田51%-7
漆 器 工場 人分県日田市淡窓2丁 目2-20
東京出張所 九 |‖工芸(横浜市神奈川区自楽103)

■■

■●

■

■
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応接セット椅子  三
み

隈
篠 ― 営業品目 ―

応接セツト、デツキチアー

机、本棚 事務用椅子
4、 5畳～ 6昼向

日 田○伊東木工KK
本 ネ土 工 場 大分県日田市南友田字其田70
北 友 田 工場 大分県日田市北友ロー丁目1423の 1

TEL 5101-2

TEL 3641

TEL(651)5668
習 奎 場155″要  東 京 都 江 戸 川 区 一 之 工 四 丁 目

61

豊かな暮しのアクセサリー

モダンな中にチヨツピリクラシツクをアレンシ

した個性的なセツトです。

応接六点セット 山 脈
やま なみ (実用新案・意匠登録出願中)

(類似商品にこ注意)

青 柳 木 工 有 限 会 社
本   社 / 大分県日日1市ロノ出町33 TEL(09732)-6131
東京営業所 / 東京都調布市深大寺1218 T E L、 0424)82・ 0351

ゴージ ャスなデザ イ ン
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電化ひとすじに40年〃

技術の豊田/′
おかげ様にて新しい店舗が出来ました。

全 メーカーの電化製品の修理を御相談下

さい

ナシヨナル電化全製品

ステレオ・テレビ(習
ラ
薫)

新店舗 (自 動扉付)   :豪 華 ム ー ドの 展 示
△
7ヽ

豊 田電器商会社

日田市本庄町国道210号線交叉点 TEL 4181～ 4182

有
限
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.水道資材販売業

.給排水衛生設備

設計施工

管工事

暖冷房

水
道
工
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は
信
用
あ
る
指
定
工
事
店

へ

日
田
市
水
道
指
定
工
事
店
組
合

（登
録
順
）

大日水道機工合資会社

代表社員 江 藤 秀 次

日田市本町 1丁 目 TEL(代 表)2105
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日 田 の お み や げ に

祖

早目に下記の店に御注文の程お願いします

日田市大和町三丁目 布 善 本 舗 電 話 5752番

日田市大和町二丁目 布 善 小 売 部 電 話 2514番

日田市三隈町一丁目 布 善 支 店
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世界的高級品 といわれている
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東洋~の設備と技術が生み出す

マルエイ完全配合飼料

V
製造品目

代 理 店

養 鶏 用 乳 牛 用

養 豚 用 養 魚 用

其の他各種配合飼料

本   社

中央研究所

工   場

|

日本農産工業株式会社

横浜市神奈川区新浦島町ニノニ

横 浜 市 港 区 台 村 町 一

門司、坂出、名古屋、横浜、小樽 ¨

日田飼 料 株式会社

取締役社長 高 瀬 恒 太

日田市三本松二一四 電 話 2053・ 5647
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